
✥介護問題研究会✥  

 

皆様のお力添えをいただき、お陰様で「団塊世代の暮らしと介護に関する意識・実態調査報告書」

が年度内に作成できましたこと、感謝申し上げます。 

2025 年には、団塊世代が 75歳となり、国民の 4 人に 1 人が後期高齢者という、超高齢社会を迎

え、介護に関わる問題がより厳しい現実となります。今回の調査研究を通して、実態を把握し、視

える化された課題を解決につなげる取組みにしたいと考えております。同封されています調査報告

書をお目通しいただき、是非とも、当研究会にご意見をお寄せください。 

前年度は、調査と並行して次の研究・調査活動も精力的に行いました。①小竹雅子さんの講演会

「どうなってんのん？介護保険」(７/17)の実施に向けて、10 自治体の「新総合事業」の実施状況

のヒアリングの実施 ②「ケアプラン検証における今次基準案改正に対するパブリックコメント」

を厚生労働省宛て提出 ③衆議院議員選挙に向け、8 つの政党に介護保険についての 6 項目の公開

質問状を送付し、回答を得(9/16)、会員はじめ報道・介護関係団体等に情報提供、ホームページに

も掲載 ④介護保険の「要介護認定制度」の勉強会を実施等々です。 

今年度の第 1 回研究会は５月６日(金)午後に行います。調査結果を政策に反映する取り組みや、

第９期介護保険事業計画に向けた介護保険法改正に関する取り組みなど、今年度の課題を皆様と検

討したいと思います。ぜひご参加ください。               (大平 喜代江) 

 

 

※お問い合わせ先： 事務局 TEL&FAX 06-6762-0550  E-mail: wabas-osaka@mbm.nifty.com 


